
◆主催：宗教新聞社 講演会 後援：ＮＰ Ｏ法人 ｢にっぽん文明研究所｣◆ 

 

NPO 法人 ｢にっぽん文明研究所｣ が後援する講演会のお知らせです。今回は、８年前に “平城京は

聖徳太子の構想が実現したもの” と持論を展開され、ご好評を博した 『平城遷都1300年と聖徳太

子』 をご講演された上垣外
か み が い と

憲一
け ん い ち

先生再度のご登場です。昨年、江戸時代まで朝鮮国王が派遣し

た外交使節団 「朝鮮通信使」   の記録がユネスコの世界記憶遺産に登録されました。通信使の派

遣は室町時代から始まり、豊臣秀吉の朝鮮出兵で一時中断されますが徳川家康により再会され、

約 200年間に 12回続けられました。その通訳を務めて活躍したのが対馬藩の儒者 ・ 雨森芳洲です。 

日韓古代史に詳しく、雨森芳洲のご著書もある上垣外先生に、風雲急を告げる朝鮮半島にとっ

て朝鮮通信使の現代的意味をお話して頂きます。興味ある講演会にぜひお出で下さい。（奈良 泰秀）     

◆「朝鮮通信使と雨森芳洲」◆   
 
 
 

       講 師： 上垣外 憲一     氏 
（大妻女子大学教授） 
  

（ かみがいと  けんいち ） 昭和２３年  （1948）、長野県松本市生まれ．東京大学教養学科ドイツ
分科卒業．同大学院比較文化博士課程修了．ソウル大学留学．東洋大学助教授、国
際日本文化研究センター助教授、教授、帝塚山学院大学文学部教授、副学長、大手
前大学教授を経て現在、大妻女子大学比較文学部教授．平成元年（1989）に著書 『雨
森芳洲』 （中公新書） でサントリー学芸賞を受賞．平成８年（1996）、『半井桃水の朝鮮観』
で東京大学より博士号取得．著書：『倭人と韓人』 （講談社学術文庫）. 『聖徳太子と鉄の
王朝』 『空海と霊界めぐり伝説』 （以上、角川書店）. 『陽炎の飛鳥 小説聖徳太子』 （アー
トヴィレッジ）. 『富士山―聖と美の山』 『勝海舟と幕末外交』 （以上、中公新書）. 『鎖国前
夜ラプソディ 惺窩と家康の 「日本の大航海時代」 』 （講談社選書メチエ） など多数．    

○ 日 時   ： 平成３０年 ５月  ９日（水）１：３０ｐ.ｍ～４：００ｐ.ｍ （ １：００ｐ.ｍ 開場 ） 

○ 会 場    ： アルカディア市ヶ谷 私学会館 ＊会場室名は当日案内板でご確認ください． 

 ( 〒102-0073 東京都千代田区九段北 4-2-25：   ℡  03-3261-9921 下記案内図 ) 

○ 入場料    ： ￥１,０００円  （ ＊ご参加を下記の Fax・メール・電話でご連絡ください ）           

Ｆａｘ送信用：  ◎ 参 加 申 込 み  （  ＮＰ Ｏ法人  ｢にっぽん文明研究所｣  ）  【 締切り＝５月７日(月) 】 
 

Ｆax：送信先  045-491-7461  e-mail：info@nippon-bunmei.jp     Ｔｅｌ：045-481-9361    
ご芳名                                     （      歳） 
 
ご住所                                             
 

お電話                                            

 
ご職業                                             
 

＊入場料：当日お支払いです。ご予約後のキャンセルはご遠慮ください。 

【アルカディア市ヶ谷 アクセス】   JR 中央線(各駅停車)、地下鉄有楽町線・南北線、都営地下鉄新宿線 各市ヶ谷駅下車徒歩２分  

会場地図⇒ ( お差支えなければ  ) 

( ふりがな ) 


